
図 1 供試体形状・寸方種類
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帯鉄筋破断部を有する RC 柱曲げ部材の耐力と靭性に関する実験的研究 
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1. 目的 

 本研究は，長期劣化による RC 構造の内部鉄筋の腐食，アルカリ骨材反応により RC 柱部材の内部鉄筋，特に

柱基部の帯鉄筋が破断されるなどの内部損傷を受けた場合を想定して，その内部損傷が柱の降伏耐力，終局耐

力および変形性能にどのような影響を及ぼすかを実験的に検討することを目的とする．実験は油圧アクチュエ

ータ試験装置による一軸単調漸増載荷試験(プッシュオーバー)とする． 

2. 研究方法 

2.1 供試体諸元 

供試体の形状・寸法を図１に示す．フーチング基部からの柱の高さは，1110mm（載荷点または錘の位置まで

は 985mm）で，軸方向鉄筋には D10 を 8 本，帯鉄筋にはφ6を 50mm ピッチで配筋した．予め損傷を与える供試

体の場合は，50mm ピッチを基本供試体(RC1-50-0)として，曲げ破壊を想定したので柱基部の 1.0d～1.5d(有効

高さ：d=125mm)に破壊が集中するため，基部から 1本目を切断した場合（RC2-50-1,ピッチは 100mm=0.8d とな

る），2本切断した場合（RC3-50-2,ピッチは 150mm=1.2d），3本切断した場合（RC4-50-3,ピッチは 150mm=1.6d）

とした． 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
2.2 実験方法及び計測方法 
 図 2 中に示すように水平変位は大変位計（ストローク 200mm），荷重 

はアクチュエータ先端に取り付けたロードセル（容量 50kN）により計 

測した．さらに供試体基部の主鉄筋および基部から 5 本のスターラップ 

に鉄筋ゲージを，コンクリート表面の 4 隅各部にコンクリートゲージ 

を添付した． 

実験時のコンクリートシリンダー供試体圧縮強度は，43.3～54.7 

Ｎ/mm2であり，ヤング係数は，25.0～38.7kＮ/mm2であった．使 

用鉄筋(Ｄ10mm)の降伏点応力度は 393～340Ｎ/mm2でありヤング 

係数は 188～223kＮ/mm2であった．                  図 2 静的載荷実験装置 
3. 実験結果                             

3.1 水平荷重～頂部水平変位曲線 

図 3 は載荷試験の結果得られた各供試体における荷重～ 

変位曲線を示す．図より，帯鉄筋を切断した場合，最大荷重 

到達以降の荷重低下過程に影響が現れることが分かった． 

健全供試体(帯鉄筋を切断していないもの)は最大荷重到達 

以降，緩やかな勾配で低下しているのに対し，帯鉄筋を 1 本， 

2 本切断した供試体は変位 50mm 附近でやや大きな荷重低下 
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図3 水平荷重～頂部水平変位曲線
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が見られた．しかし，帯鉄筋を切断した供試体は終局時(変位 175 ㎜附近：部材角 1/5.6)にはいずれもほぼ一

定の荷重の値を示している．これは，健全供試体ではコンクリートにひび割れが生じても帯鉄筋の横拘束力が

あるため，荷重低下過程は緩やかであるが，基部から 1本目の帯鉄筋を切断したことにより，横拘束力が低下

したため，基部ひび割れの進展に伴って荷重低下が大きくなったものと考えられる．また，いずれの供試体も

変位 50mm 附近で E，W面の圧縮側に縦ひび割れが生じ，荷重低下曲線に大きな変化が現われた．そして終局時

には圧縮側で圧壊を生じ，その耐力が最大荷重の 75%を保つことが明らかとなった． 

3.2 水平荷重～帯鉄筋ひずみ曲線(圧縮側) 

 供試体柱基部(圧縮側)での帯鉄筋のひずみ分布を測定した．図 4 に健全供試体，図 5 に RC2-50-1 の荷重～

ひずみ曲線を示す．その結果，柱基部から 4本目までは荷重の増加にともなって引張ひずみが増加することが

分った．しかし，図 4，5 に示すように帯鉄筋を切断したことが，帯鉄筋のひずみ分布に影響を及ぼしている

ことが明らかとなった． 

 
 
 
 
 
  
  
  
 
3.3 基部損傷状況 

 図 6に柱基部の最終的なひび割れ損傷状況を示す．図 6より，ひび割れの入り方の違いを比較すると，健全

供試体では曲げひび割れのみが入ったのに対し，帯鉄筋を切断した場合は，切断本数が多くなるにしたがって

せん断による斜めひび割れの傾斜角度が大きくなることが明らかとなった． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. まとめ 

 実験結果とその考察より得られた結論は以下のようである． 

(1) 部材角約 1/20(頂部水平変位=50mm)で帯鉄筋切断の影響が現れ，終局時近く(部材角約 1/7)での荷重低下

割合は 25%程度であることが明らかとなった． 

(2) 帯鉄筋の切断本数の増加にともなって，せん断による斜めひび割れの傾斜角度が大きくなることが分った． 
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図 5 荷重～ひずみ曲線(RC2-50-1 圧縮側)図 4 荷重～ひずみ曲線(RC1-50-0 圧縮側)

図 6 基部のひび割れ状況 
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